
各　　　位 平成 12年 9月 14日

会   社   名 株式会社　中山製鋼所

本社所在地大阪市大正区船町一丁目1番66号

コード番号 5408

上場取引所東証、大証 各1部、福証

問合せ先 責任者役職名　　取締役経理部長

　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　名　　伴　隆彦

TEL (06) 6555 - 3035

　　　　　　　　　　　　記

１．13年 3月期中間業績予想数値の修正（平成 12年 4月 1日 ～ 平成 12年 9月 30日）
(単位：百万円、％)

売上高 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 12年 5月 26日 発表）

37,500        △ 2,500        

今回修正予想(Ｂ) 35,000        △ 2,500        

増減額(Ｂ－Ａ) △ 2,500        0        

増減率 △ 6.7        -           

前期（平成12年 3月中間期）実績 32,749        △ 3,150        

２．13年 3月期中間連結業績予想数値の修正（平成 12年 4月 1日 ～ 平成 12年 9月 30日）
(単位：百万円、％)

売上高 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 12年 5月 26日 発表）

43,000        △ 2,500        

今回修正予想(Ｂ) 40,000        △ 2,500        

増減額(Ｂ－Ａ) △ 3,000        0        

増減率 △ 7.0        -           

前期（平成12年 3月中間期）実績 -           -           

注）前中間期まで連結決算を行っておりませんでしたので、前期実績は記載しておりません。

-           

△ 2,300        

△ 1,300        

-           

△ 1,000        

平成12年度　中間及び通期業績予想の修正および中間配当に関するお知らせ

△ 1,000        

-           

△ 2,991        

経常利益

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 12年 5月 26日の決算発表時に公表した業績予想の修正と中
間配当について、下記のとおりお知らせいたします。

経常利益

△ 1,000        

△ 2,000        
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３．13年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 12年 4月 1日 ～ 平成 13年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 12年 5月 26日 発表）

78,500        △ 700        

今回修正予想(Ｂ) 75,000        1,700        

増減額(Ｂ－Ａ) △ 3,500        2,400        

増減率 △ 4.5        -           

前期（平成12年3月期）実績 67,287        △ 2,849        

４．13年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 12年 4月 1日 ～ 平成 13年 3月 31日）
(単位：百万円、％)

売上高 当期純利益

前回発表予想(Ａ)
（平成 12年 5月 26日 発表）

89,000        60        

今回修正予想(Ｂ) 85,000        1,200        

増減額(Ｂ－Ａ) △ 4,000        1,140        

増減率 △ 4.5        1,900.0        

前期（平成12年 3月期）実績 71,517        △ 3,172        

５．修　正　の　理　由

６．平成13年３月期中間配当について

　諸事情ご賢察のうえ、なにとぞご理解とご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

以　　　上

　当期の中間配当につきましては、本日の取締役会において、慎重に検討いたしました結果、誠
に遺憾ではございますが、見送らせていただくことに決議いたしました。

△ 2,832        

　なお、中間期、通期とも平成13年３月期の連結決算財務諸表提出会社（当社）の業績予想の修
正に伴い、連結（連結３社、持分法６社）の業績予想の修正を併せて行うものであります。

　当中間期におきましては、5月から7月中旬にかけて第1高炉の不調による減産を主因に、国内
鋼材の予想以上の需要不振と市況低迷が相俟って、業績は前回発表予想に比べて減収・減益とな
りました。（その第１高炉は７月下旬に回復し、８月以降は通常操業をしております。）

　当期純利益が前回発表予想に比べて大幅に増益となっていますのは、当社の清水製鋼所を関連
会社（持分法適用）である中山三星建材株式会社に営業譲渡することによる土地売却益が主な内
容であります。

2,000        

1,200        

△ 800        

△ 40.0        

△ 500        

△ 50.0        

△ 2,911        

経常利益

経常利益

1,000        

500        

　また、通期につきましては、所期計画通り、平成12年８月から順調に営業生産に入りました熱
延工場が概ねフル生産することと、当該９月に中期経営計画目標を上回って達成した人員スリム
化と外注費削減の実効に並行して、一段の総コストダウンに徹するなど最大限の収益改善努力を
行って年度収益を確保してまいります。
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